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中岳上空から大朝日岳（山形県）　［提供：朝日庄内森林生態系保全センター］中岳上空から大朝日岳（山形県）　［提供：朝日庄内森林生態系保全センター］

■ 美しい森林づくり
 ボランティアや業界団体と協力した『美しい森林づくり』・・・・・・・・［盛岡森林管理署］

■ 我が署の名所
 早池峰山登山コース『門馬コース』（岩手県宮古市）・・・・・・・・［三陸北部森林管理署］

林業の成長産業化・地域振興に向けた取組について林業の成長産業化・地域振興に向けた取組について
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技
術
普
及
課

林
業
の
成
長
産
業
化
・
地
域
振
興
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て

１　

林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

　
　

林
業
の
低
コ
ス
ト
化
へ
の
取
組

　

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
戦
後
造
成
さ
れ

利
用
期
を
迎
え
た
人
工
林
を
循
環
利
用
し
、

林
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
す
る
た
め
、
局

内
に
お
い
て
低
コ
ス
ト
化
推
進
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
局
管
内
で
行
わ
れ
て
い
る
各
種
事

業
に
つ
い
て
、
現
状
の
把
握
、
課
題
の
抽
出
、

事
業
の
見
直
し
・
規
程
の
改
正
等
を
行
い
、

低
コ
ス
ト
化
を
実
現
さ
せ
る
取
組
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

①
早
生
樹
（
成
長
に
優
れ
た
樹
種
）
を
使

用
し
た
施
業
モ
デ
ル
の
構
築

　

ス
ギ
等
に
比
べ
て
成
長
が
早
い
ユ
リ
ノ
キ

や
ハ
ン
ノ
キ
等
の
早
生
樹
の
植
栽
試
験
を
行

い
、
下
刈
り
回
数
の
軽
減
や
短
伐
期
に
よ
る

林
業
利
回
り
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
小
雪
地
（
三
陸
北
部
森
林
管
理

署
）
と
多
雪
地
（
米
代
東
部
森
林
管
理
署
）

に
試
験
区
を
設
定
し
、
成
長
、
雪
害
等
被
害

状
況
及
び
下
層
植
生
と
の
競
合
状
況
を
調
査

し
て
い
ま
す
。

　

米
代
東
部
署
管
内
の
試
験
地
で
は
、
ヤ

マ
ハ
ン
ノ
キ
が
１
成
長
期
で
１
４
０
㎝
以
上
、

ユ
リ
ノ
キ
で
90
㎝
以
上
と
旺
盛
な
成
長
を
示

し
、
下
刈
り
が
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
で
１
回
、
ユ

リ
ノ
キ
が
２
回
程
度
ま
で
軽
減
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
、
今
後
更
な
る
検
証
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

②
特
定
母
樹
挿
し
木
コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る

　
低
コ
ス
ト
造
林
試
験

　

森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
が

認
定
し
、
宮
城
県
が
試
験
研
究
の
中
で
育
成

し
た
特
定
母
樹
の
挿
し
木
コ
ン
テ
ナ
苗
を
国

③
地
上
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
を
活
用
し
た
林
分

調
査
の
検
証

　

間
伐
等
を
実
施
す
る
上
で
、
今
ま
で
多

く
の
人
工
を
必
要
と
し
た
収
穫
調
査
に
つ
い

て
、
森
林
３
次
元
計
測
シ
ス
テ
ム
「
ア
ウ
ル

（
地
上
レ
ー
ザ
）」
を
用
い
て
、
ス
ギ
人
工

林
の
標
準
地
（
20
×
20
ｍ
）
調
査
の
検
証
を

行
い
ま
し
た
。

有
林
に
植
栽
し
、
活
着
・
成
長
量
調
査
と
併

せ
、
下
刈
り
に
つ
い
て
、
毎
年
・
隔
年
・
無

下
刈
り
の
３
区
を
設
定
し
、
下
刈
り
の
省
力

効
果
検
証
及
び
成
長
量
、
活
着
率
の
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
10
月
に
成
長
量
調
査
等
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
普
通
苗
に
比
べ
て
成
長
・
形
質
と
も

良
好
で
あ
り
、
今
後
の
生
育
に
期
待
が
持
て

ま
す
。

植栽３年目のユリノキ（秋田県米代東部署管内）

植栽３年目スギ特定母樹の挿し木コンテナ苗（宮城県仙台署管内）

アウルはＰＣ上で林木の形状や配置、地形などが確認できる
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技
術
普
及
課

林
業
の
成
長
産
業
化
・
地
域
振
興
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て

　

ア
ウ
ル
は
９
地
点
を
計
測
す
る
こ
と
で
調

査
が
で
き
、
１
カ
所
あ
た
り
約
45
秒
、
標
準

地
調
査
を
約
７
分
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
、
樹
種
や
下
層
植
生
別
の
調
査
を
実

施
し
、
事
業
レ
ベ
ル
の
使
用
に
向
け
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２　

地
域
振
興
に
向
け
た
取
組

　

昨
年
導
入
さ
れ
た
森
林
経
営
管
理
制
度

や
森
林
環
境
譲
与
税
が
円
滑
に
機
能
す
る
よ

う
に
、
森
林
総
合
監
理
士
等
の
国
有
林
職

員
に
よ
る
市
町
村
行
政
へ
の
技
術
的
支
援
や

フ
ィ
ー
ル
ド
提
供
等
を
通
じ
た
民
有
林
に
お

け
る
人
材
育
成
等
の
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
国
有
林
を
活
用
し
た
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
を
通
じ
た
地
域
振
興
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
森
林
総
合
監
理
士
（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）

の
育
成

　

国
有
林
野
事
業
で
は
、
そ
の
組
織
力
や
技

術
力
及
び
森
林
資
源
を
活
用
し
、
林
野
庁
や

東
北
森
林
管
理
局
に
お
い
て
、
地
域
に
お
け

る
指
導
的
な
役
割
を
果
た
す
森
林
・
林
業
の

専
門
家
と
し
て
、
森
林
総
合
監
理
士
を
育
成

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
昨
年
同
様
森
林
管
理
に
欠
か
せ

な
い
路
網
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
活

用
し
、
現
地
の
林
況
に
応
じ
た
効
率
的
な
森

林
作
業
道
の
配
置
計
画
を
策
定
で
き
る
者
を

育
成
す
る
「
技
術
力
維
持
・
向
上
対
策
研
修

（
実
践
研
修
）」
を
９
月
に
実
施
し
、
民
有

林
・
国
有
林
関
係
者
は
も
と
よ
り
林
業
に
携

わ
る
団
体
職
員
等
も
受
講
し
ま
し
た
。
今
後

も
地
域
の
森
林
づ
く
り
の
構
想
を
描
け
る
人

材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
仁
別
森
林
博
物
館
と
周
辺
国
有
林
を
活
用

し
た
親
子
森
林
教
室
の
実
施

　

夏
休
み
中
、
親
子
で
森
林
・
林
業
に
親
し

ん
で
頂
く
ふ
れ
あ
い
事
業
と
し
て
、
８
月
10

日
に
仁
別
森
林
博
物
館
と
そ
の
周
辺
国
有
林

に
お
い
て
「
夏
休
み
親
子
森
林
教
室
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
親
子
森
林
教
室
は
、
仁
別
森
林
博
物

館
が
平
成
20
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー

も
い
る
ほ
ど
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
本
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関
係

か
ら
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
募
集
人

数
を
例
年
の
半
数
に
す
る
な
ど
の
対
策
を
講

じ
た
上
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
今
年
は
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
と
な
り
、
子
供
と
出
か
け
る
こ
と

も
少
な
か
っ
た
が
、
森
林
で
あ
れ
ば
密
も
避

け
ら
れ
、
久
し
ぶ
り
に
親
子
で
森
の
自
然
や

工
作
な
ど
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
好
評
で

し
た
。

　

今
後
と
も
各
種
取
組
を
通
じ
林
業
の
成
長

産
業
化
及
び
地
域
振
興
へ
寄
与
し
て
行
き
ま

す
。

アウルでの標準地調査

スマホを用いて現地踏査（路網）

仁別森林博物館周辺での森林教室

親子での木工品製作
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盛
岡
森
林
管
理
署
で
は
、
岩
手
県

中
央
付
近
の
管
内
６
市
町
に
ま
た
が

る
６
２
，３
２
６
ha
を
管
理
経
営
し
て

い
ま
す
。
管
内
の
西
に
は
奥
羽
山

脈
、
東
に
は
北
上
高
地
が
広
が
り
、

そ
の
間
を
東
北
最
大
の
北
上
川
が
流

下
し
て
お
り
、
住
民
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
優
れ
た
景
観
を
有
し
た

森
林
と
豊
か
な
水
系
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
当
署
管
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
業
界
団
体
と
協
力
し
た「
美

し
い
森
林
づ
く
り
」へ
の
活
動
と
し
て

二
つ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

１
．「
ド
コ
モ
網
張
の
森
」森
林
づ
く
り

　 

の
活
動　

 

　
雫
石
町
網
張
の
国
有
林
内
に
、
企

業
が
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
設
定

す
る
法
人
の
森
で
あ
る
「
ド
コ
モ
網

張
の
森
」
が
あ
り
、
ド
コ
モ
の
職
員

と
家
族
の
皆
さ
ん
が
年
に
一
度
、
ス

ギ
造
林
地
の
枝
打
ち
や
除
間
伐
材
を

活
用
し
た
歩
道
整
備
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
の
９
月
29
日
、
当
初
は
雨
天

の
た
め
網
張
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
内

で
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
雨
脚
が
弱
ま
っ
て

き
た
の
を
見
計
ら
い
、
安
全
指
導
の

の
ち
当
署
職
員
と
と
も
に
歩
道
整
備

班
と
枝
打
ち
班
に
分
か
れ
作
業
を
し

ま
し
た
。

　
歩
道
整
備
は
一
昨
年
度
よ
り
取
り

組
ん
で
お
り
、
前
年
に
実
施
し
た
保

育
間
伐
で
発
生
し
た
材
を
活
用
し
延

長
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
1.5
ｍ
程
の

長
さ
に
伐
っ
た
丸
太
を
敷
き
詰
め
、

固
定
し
て
歩
道
の
完
成
で
す
。

　
枝
打
ち
は
高
枝
用
の
ノ
コ
ギ
リ
で

作
業
し
ま
し
た
。
署
職
員
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
自
分
の
身
長
の
倍
以
上

の
高
さ
の
枝
を
落
と
し
て
い
き
ま

す
。
小
雨
の
中
、
慣
れ
な
い
道
具
を

使
用
し
苦
労
し
な
が
ら
も
達
成
感
を

感
じ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

　
本
年
度
の
活
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
に
よ
り
、
歩
道
の
距
離
も
伸
び
、

保
育
間
伐
や
枝
打
ち
で
整
備
も
進
ん

で
い
ま
す
。
今
後
も
対
策
を
講
じ
つ

つ
「
森
林
づ
く
り
」
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２
．ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ク
リ
ー
ン

　 

活
動

　
国
有
林
内
に
お
け
る
廃
棄
物
の
不

法
投
棄
に
つ
い
て
は
、
投
棄
物
の
撤

去
が
新
た
な
投
棄
に
追
い
つ
か
な
い

状
況
に
あ
り
、
職
員
や
巡
視
員
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
呼
び
か
け
、
看
板

の
設
置
等
に
よ
り
投
棄
の
防
止
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
不
法
投
棄
は
な
く
な
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

　
当
署
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
不

法
投
棄
の
未
然
防
止
を
強
化
す
る
活

動
と
し
て
、
森
林
管
理
署
等
が
主
体

と
な
っ
て
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
業
界
団
体
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
１
日
、
当
署
職
員
の
ほ

か
岩
手
県
盛
岡
広
域
振
興
局
職
員
、

矢
巾
町
職
員
、（
一
社
）青
森
林
業
土
木

協
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で

矢
巾
町
内
の
国
有
林
内
林
道
に
お
い

て
ク
リ
ー
ン
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
林
道
の
、
特
に
下
方
の
り
面
に

は
、
種
類
・
大
き
さ
様
々
な
廃
棄
物

が
あ
り
ま
し
た
。
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
の
家
庭
ご
み
の
よ
う
な
も
の

か
ら
、
タ
イ
ヤ
、
黒
板
、
寝
具
類
、

テ
レ
ビ
、
炊
飯
器
、
収
納
ラ
ッ
ク
、

自
動
車
の
バ
ン
パ
ー…

終
了
す
る
こ

ろ
に
は
ト
ラ
ッ
ク
３
台
分
に
な
り
ま

し
た
。

　
本
年
度
の
こ
の
活
動
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講

じ
、
11
月
13
日
に
実
施
予
定
で
す
。

投
棄
物
が
無
く
な
っ
た
林
道
は
ク

リ
ー
ン
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
一

時
的
な
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、引
き

続
き
巡
視
等
の
対
策
と
と
も
に
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
協
力
し
た
ク
リ
ー
ン
活
動
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

美しい森林づくり
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
業
界
団
体
と
協
力
し
た

『
美
し
い
森
林
づ
く
り
』

盛
岡
森
林
管
理
署ドコモ網張の森での枝打ち作業

クリーン活動の様子

トラック 3 台分になりました。

林業イノベーションと
林木育種事業

森林総合研究所　林木育種センター　東北育種場長　田中 直哉ー columnー
森のおはなし

１. はじめに
　昨年12月、林野庁から「林業イノベーション
現場実装推進プログラム」が公表されました。

ＩＣＴ等を活用した資源管理や生産管理を行う「ス
マート林業」や、エリートツリーや早生樹の育種
などの技術革新により、林業投資の回収期間短
縮を図ることを目標としています。この中で、
林木育種事業に関係する内容について、東北育
種場の取組を紹介します。

２. 特定母樹の開発・普及
　特定母樹は主にエリートツリーから選抜さ
れ、成長が早く、材質が優れた木のことです。
下刈り回数を減らし造林コストを低く抑え、森
林所有者の所得向上が期待できます。
　東北育種場ではこれまで、スギ71系統、カラ
マツ14系統が指定され、各県に約5,000本配布
し、今年度は約2,000本配布の予定で、毎年、配
布本数を増加させています。
  さらに、特定母樹の育成管理に関する技術指導
を各県に実施するとともに、東北森林管理局とも
低コスト造林について共同研究を進めています。

３. 広葉樹の早生樹育成
　林野庁の「優良種苗低コスト生産推進事業」に
より、東北地方に適した広葉樹の早生樹とし
て、ユリノキとオノエヤナギの増殖技術の高度
化と実用化に取り組んでいます。
　ユリノキは、通直で用材に適しており、成長
が早く短伐期での収穫が期待されています。
  原種園及び採種園を造成するため、通直性の高
い優良個体を選抜するとともに、増殖技術開発
のため樹齢や個体差に応じたさし木技術の確立
に取り組んでいます（写真１）。

　オノエヤナギは、木
質バイオマス原料と
しての利用が見込ま
れ、萌芽更新による
植栽コスト削減も期
待されています。高
い 発 根 特 性 に 着 目
し、休耕田等に直挿
しすることを想定し、
直挿しに適した挿し
穂の形状やさし木時
期の検討を進めてい
ます（写真２）。

４. 原種苗木の管理におけるトレーサビリティ
     システムの導入
　これまで、各県等の要望を受け配布する特定
母樹等の原種苗木は、系統名等の情報を記載し
たラベルを苗木に付け管理してきました。
　この苗木に、個体コード（品種等の情報と連
携した文字列）を割り当て、QRコードに変換し
ラベルに印字する取組に着手しました（写真３）。

　このQRコードを専用機器で読み取り管理を行
うことにより、系統管理の精度が高まり、苗木
の追跡調査が可能となることが期待されます。
  今後も林木育種事業において、東北森林管理局
や関係機関と連携を図りながら、早生樹の育種
やICTの活用等により、林業イノベーションの推
進に貢献してまいります。

写真２. 直挿しによる発根調査 

写真１. 苗畑で育苗中のユリノキ

写真３. ＱＲコード付き個体ラベルを付した苗木
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森のおはなし
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mini
column

　白神山地を水源とする赤石川や追良瀬川①、笹内
川はもちろん、東北各地の河川は晩秋の11月ともな
るとサケの遡上がピークを迎えます②。サケは秋味
として私達の食欲を満たしてくれるだけでなく、地
球規模の生物多様性を支える極めて重要な役割を
担っています。
　晩秋に産み落とされた卵から孵化した稚魚は翌年
の春先に降海し、オホーツク海～ベーリング海～ア
ラスカ湾･･･と4年ほどの長旅をしながら成熟した
後、生まれ故郷へ母川回帰します。孵化して海に下る
までの間は水生昆虫などを食べつつヤマメなどに食
べられ、大海原に出ればオキアミやニシンなどを食
べつつサメやアザラシなどに食べられ･･･河川・海洋
どちらの生態系においても食う･食われる関係が各
成長過程で続く、必要不可欠な構成員です。
　産卵のため遡上してきたサケ達は、人間のみなら

ず河川周辺に生息する動物にとっても貴重な食料で
す。産卵後に息絶えたサケはまずカラスやカモメ類
が軟らかい目の部分から食べ始め③④、硬い皮に覆
われて食べにくい身が残ればキツネやタヌキなどの
哺乳類が森の中に運んで食べます。サケを食べた鳥
獣が排泄した糞や食べ残された死体は、河川周辺の
植物の栄養源にもなります。海で成長したサケが、森
の中にまで海洋由来の栄養素やミネラルを運んで循
環させてくれるのです。
　このようにサケは森林・河川・海洋生態系を繋ぐ
大役を果たしていると思うと、スーパーで売られて
いるサケの切り身に対する見方や焼き鮭の味わいも
変わってきませんか？ 一生に一度の大仕事を終えて
命果ててなお、生態系の中に取り込まれて役に立ち
続ける、そんな生き方にも憧憬の念を抱きます。

①追良瀬川河口の夕景 ②笹内川を遡上するサケ

③産卵を終え力尽きたサケ。まずは目から食べられる。 ④サケの死体を食べるハシボソガラスとセグロカモメ

ただ旨いだけの魚ではない！ 
サケの役割

藤里森林生態系保全センター　　専門官　有本　実
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令
和
２
年
９
月
24
日
、
「
遊
々
の
森
」
と
し
て

西
荒
瀬
保
育
園
（
酒
田
市
）
と
協
定
締
結
し
た
「
し

ん
ち
ゃ
ん
の
森
」
に
お
い
て
感
謝
状
贈
呈
式
と
植

樹
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
台
風
１２
号
の
影
響
か

ら
当
日
は
風
が
強
く
、
雨
も
心
配
さ
れ
る
お
天
気

で
し
た
が
、
年
長
組
の
親
子
４３
名
が
見
守
る
中
、

林
内
に
て
髙
橋
署
長
か
ら
西
荒
瀬
保
育
園
理
事
長

へ
「
国
民
の
森
林
づ
く
り
や
森
林
環
境
保
護
に
功

労
の
あ
っ
た
者
に
対
す
る
局
長
感
謝
状
」
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
園
は
、
継
続
し
て
体
験
活
動
や
散
策
等
の
森

林
教
育
を
実
践
さ
れ
て
お
り
、
平
成
22
年
に
は
、

庭
に
隣
接
す
る
国
有
林
に
お
い
て
、遊
々
の
森
「
し

ん
ち
ゃ
ん
の
森
」
協
定
を
締
結
し
、
森
林
環
境
教

育
の
場
と
し
て
、
活
発
に
活
動
さ
れ
て
き
た
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
、
局
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

感
謝
状
贈
呈
後
の
理
事
長
挨
拶
を
受
け
、
髙
橋

署
長
か
ら
は
、
先
生
方
や
父
兄
の
み
な
さ
ん
に
対

し
て
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
園
児
達
に
対

し
て
は
「
感
謝
状
は
園
児
の
み
な
さ
ん
が
頑
張
っ

た
ご
褒
美
な
ん
だ
よ
。」
と
い
う
お
話
が
あ
り
、
園

児
達
は
誇
ら
し
げ
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
周
囲
に
広
が
る
ク
ロ
マ
ツ
林
に
親

残
り
、
な
か
な
か
地
面
に
刺
さ
ら
ず
、
あ
ち
こ
ち

で
悪
戦
苦
闘
す
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
助
け
合
い
な
が
ら
作
業
を
進
め
、
コ
ツ
を

つ
か
ん
だ
様
子
で
、
３０
分
後
に
は
全
て
の
苗
木
の

植
付
け
を
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

　

作
業
中
は
、
苗
木
を
両
手
で
優
し
く
つ
か
み
な

が
ら
、
く
る
く
る
と
リ
ズ
ム
よ
く
根
元
の
土
を
長

靴
で
踏
み
つ
け
る
園
児
の
姿
も
見
ら
れ
、
ほ
っ
こ

り
。
園
児
み
ん
な
で
、
植
え
た
て
の
苗
木
に
「
大

き
く
な
っ
て
ね
」
と
声
を
掛
け
、
活
動
を
終
え
ま

し
た
。

　

植
樹
活
動
の
あ
と
は
、
林
内
で
万
華
鏡
あ
そ
び

の
ご
褒
美
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
々
が
林
内
の
草
花
を
万
華
鏡
に
入
れ
、
木
漏

れ
日
の
降
り
注
ぐ
中
、
親
子
で
万
華
鏡
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
当
署
職
員
も
、
園
児
達
に
万
華
鏡

を
覗
か
せ
て
も
ら
い
、
想
像
以
上
に
き
れ
い
な
万

華
鏡
に
び
っ
く
り
。

　

今
回
も
、
と
て
も
有
意
義
な
活
動
と
な
り
ま
し

た
。

　

８
月
24
日
（
月
）
か
ら
28
日
（
金
）
ま
で
米

代
西
部
森
林
管
理
署
で
は
、
大
学
生
（
院
生
）

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

  

募
集
人
員
は
２
名
で
し
た
が
、
３
名
の
応
募
が

あ
り
、
３
名
と
も
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
森

林
・
林
業
へ
の
関
心
の
高
さ
が
募
集
人
員
を
こ
え

る
応
募
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

５
日
間
だ
け
で
し
た
が
、
風
の
松
原
森
林
病
虫

害
被
害
状
況
確
認
、
希
少
動
植
物
等
保
護
啓
発

活
動
、
収
穫
調
査
の
体
験
に
加
え
、
高
齢
級
秋
田

ス
ギ
採
材
現
地
検
討
会
へ
の
参
加
、
仁
鮒
水
沢
ス

ギ
希
少
個
体
群
保
護
林
、
林
道
工
事
現
場
の
見
学

し
み
を
込
め
、

作
詞
作
曲
を
さ

れ
た
「
ク
ロ
マ

ツ
の
う
た
」
と

い
う
歌
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
あ
り
、

先
生
、
保
護
者
、

当
署
職
員
が
見

守
る
中
、
園
児

達
は
歌
い
慣
れ

た
様
子
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
声
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

植
樹
活
動
は
、
林
内
で
松
く
い
虫
被
害
が
集
中

し
、
穴
の
空
い
た
約
０
．０
３
ha
の
区
域
内
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
苗
木
は
、
園
で
準
備
さ
れ
た
準

抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
コ
ン
テ
ナ
苗
２
年
生
１
４
０
本
で

す
。

　

活
動
前
、
当
署
職
員
よ
り
写
真
を
使
っ
た
森
林

管
理
署
の
お
仕
事
紹
介
や
、
ク
ロ
マ
ツ
を
大
き
く

育
て
る
た
め
の
間
伐
作
業
の
大
切
さ
な
ど
を
お
話

し
し
た
あ
と
、
植
付
け
作
業
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

早
速
、
園
児
達
は
ス
コ
ッ
プ
片
手
に
、
保
護
者

は
デ
ィ
ブ
ル
を
活
用
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
植
え
穴

開
け
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
灌
木
に

覆
わ
れ
て
い
た
た
め
、
地
中
に
は
か
な
り
の
根
が

「
し
ん
ち
ゃ
ん
の
森
」
感
謝
状

贈
呈
・
植
樹
活
動 庄

内
森
林
管
理
署

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

     

受
入
れ
に
つ
い
て

米
代
西
部
森
林
管
理
署

植え付け作業の様子 1

髙橋署長から理事長へ感謝状を贈呈

万華鏡あそびのご褒美

園児から歌のプレゼント
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部
の
山
の
間
が
三
日
月
型
の
平
地
に
な
っ
て
お

り
、
集
落
や
農
耕
地
等
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
管

内
の
国
有
林
の
大
部
分
が
、
カ
ル
デ
ラ
外
周
部
の

山
地
と
、内
部
の
山
に
あ
る
た
め
、管
内
図
を
見
る

と
、国
有
林
の
真
ん
中
に
大
き
な
三
日
月
型
の
民
有

地
が
あ
る
と
い
う
複
雑
な
配
置
に
な
っ
て
い
ま

す
。
外
周
部

の
山
は
、
場

所
に
よ
っ
て

は
、
か
な
り

急
峻
な
地
形

に
な
っ
て
お

り
、平
野
部

か
ら
見
上
げ

る
と
、巨
大

な
壁
に
囲
ま

れ
て
い
る
よ

う
な
錯
覚
を

覚
え
る
こ
と

も
あ
り
ま

す
。

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
地
域
は
多
数
の
温

泉
が
あ
る
温
泉
地
な
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
地

域
に
は
、
時
折
、
火
山
性
の
ガ
ス
が
噴
出
し
、
そ

の
影
響
で
草
木
が
生
え
ず
、
地
表
面
が
む
き
出
し

に
な
って
い
る
地
獄
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

 

管
内
に
も
何
カ
所
か
、
そ
の
よ
う
な
場
所
が
あ

り
、
火
山
性
の
毒
ガ
ス
を
噴
出
し
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
突
如
、
森
林
内
に
毒
ガ

ス
が
噴
出
し
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
よ
り
正

確
に
言
え
ば
、
森
林
内
を
流
れ
る
沢
に
あ
る
の
で

す
が
、
赴
任
当
初
、
私
は
こ
れ
に
驚
か
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
結
論
か
ら
申
し
ま
す
と
、
山
火

事
と
間
違
え
て
慌
て
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
そ

　
私
の
勤
務
す
る
鳴
子
森
林
事
務
所
は
、
宮
城
県

北
部
の
中
央
付
近
、
東
西
に
細
長
い
大
崎
市
の
西

部
、
秋
田
県
や
山
形
県
と
の
県
境
を
含
む
地
域
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
、
２
０
０
６
年

に
市
町
村
合
併
す
る
ま
で
は
、
鳴
子
町
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
東
北
有
数
の
温
泉
地
で
あ
る
鳴
子
温
泉

郷
や
、
直
径
15
㎞
の
カ
ル
デ
ラ
で
あ
る
、
鬼
首
カ

ル
デ
ラ
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
鳴
子
温

泉
郷
と
は
、
鳴
子
温
泉
、
東
鳴
子
温
泉
、
川
渡
温

泉
、
中
山
平
温
泉
、
鬼
首
温
泉
の
5
カ
所
の
温
泉

地
か
ら
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
温
泉
地
が
、
こ

の
地
域
の
町
並
み
や
景
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
温
泉
街
と
い
う

や
つ
で
す
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
い
く
つ
か
の
森
林

事
務
所
に
勤
務
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
温

泉
地
の
そ
ば
に
あ
る
事
務
所
は
初
め
て
で
す
。
時

折
、
風
に
乗
っ
て
や
っ
て
く
る
硫
黄
の
臭
い
に
不

思
議
な
感
慨
を
覚
え
ま
す
。

　
ま
た
、
私
事
で
す
が
、
こ
の
地
に
赴
任
し
て
き

た
際
、
引
越
の
荷
物
が
届
い
た
そ
の
日
に
、
床
下

か
ら
の
水
漏
れ
を
補
修
す
る
た
め
に
、
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
を
剥
が
す
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
原
因

は
、
温
泉
に
含
ま
れ
る
成
分
に
よ
り
、
水
道
管
が

腐
食
し
て
い
た
か
ら
、
だ
そ
う
で
す
。
聞
い
た
話

に
よ
る
と
、
自
動
車
も
海
岸
よ
り
錆
び
や
す
い
そ

う
で
す
。
こ
の
せ
い
で
、
新
生
活
を
立
ち
上
げ
る

の
に
、
少
し
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

温
泉
の
意
外
な
効
能
を
知
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

　
さ
て
、
町
並
み
の
景
観
に
影
響
し
て
い
る
の
が

温
泉
な
ら
ば
、
山
の
景
観
に
影
響
を
与
え
て
い
る

の
が
、
鬼
首
カ
ル
デ
ラ
で
す
。
鬼
首
カ
ル
デ
ラ
は

直
径
約
15
㎞
の
カ
ル
デ
ラ
で
、
カ
ル
デ
ラ
内
に
も

山
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
ル
デ
ラ
外
周
部
と
内

の
際
、
一
人

だ
っ
た
こ
と

と
、
少
し
林

内
に
入
る
必

要
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、

す
ぐ
側
ま
で

は
行
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

後
ほ
ど
聞
い

た
と
こ
ろ
、

知
ら
ず
に
近

づ
く
と
死
ぬ

可
能
性
も

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
な
り
に
森
林

官
経
験
も
長
く
、
山
を
知
っ
た
気
で
い
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
な
あ

と
気
付
か
さ
れ
た
経
験
で
し
た
。

　
特
に
安
全
面
で
は
、
折
に
触
れ
注
意
喚
起
が
あ

り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
も
の
ご
と
に
慣
れ
て
く

る
と
、
と
か
く
油
断
し
が
ち
で
す
。
こ
の
と
き

は
、
特
に
被

害
も
無
く
、

事
な
き
を
得

ま
し
た
が
、

油
断
の
先
に

は
、
落
と
し

穴
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
な

い
で
い
よ
う

と
思
い
ま

す
。

「ここは温泉地」
宮城北部森林管理署　首席森林官　児玉 俊一

カルデラ外壁

荒雄岳にある地獄

森の中の火山性ガス

TO
H

O
KU

 SHINRIN KYO
K

U

2020
森林官からの手紙

の
機
会
も
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
か
ら
は
、
「
実

際
の
現
場
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
森
林
の
多
面

的
な
面
を
学
べ
て
良
か
っ
た
。」
「
天
然
秋
田
ス
ギ

を
保
存
し
て
い
る
状
況
と
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
た
。」
「
立
木
伐
採
の
た
め
の
収

穫
調
査
を
体
験
し
、
大
変
さ
と
大
切
さ
が
改
め
て

解
っ
た
。」
等
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
若
手
職
員
か
ら
、
自
ら
の

経
験
な
ど
を
話
し
て
も
ら
い
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
生
の
不
安
解
消
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
関
係
や
猛
暑
と
い
う
大
変
な
時

期
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ケ
ガ
や
体
調
を
崩
す
学

生
も
な
く
、
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

９
月
14
日
（
月
）、
石
巻
市
牡
鹿
半
島
に
あ
る

大
原
小
学
校
の
３・４
年
生
を
対
象
に
森
林
・
林
業

に
つ
い
て
の
森
林
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

生
に
よ
り
開
催
す
る
の
か
小
学
校
と
打
合
せ
を
し

た
と
こ
ろ
、
学
校
行
事
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
も
多

く
が
中
止
と
な
り
、
対
外
的
な
活
動
も
少
な
い
こ

と
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
す
る
不
安
は

あ
る
が
、
感
染
に
注
意
し
た
う
え
で
開
催
を
お
願

い
し
た
い
。」
と
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

牡
鹿
地
区
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
増
え
た
こ
と
に
よ

り
ヤ
マ
ビ
ル
が
多
く
、
子
供
達
が
活
動
す
る
場
所

も
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
森
林
の
保
育
作
業
は
、
国
有
林
内
で

体
験
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
と
し
て
車
の
移
動
が
密
に
な
る
こ
と
か
ら
中
止

し
、
事
前
に
ヒ
ノ
キ
丸
太
を
準
備
し
体
育
館
で
切

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
児
童
は
普
段
の
生
活
で
は

ノ
コ
ギ
リ
を
使
う
こ
と
が
な
い
た
め
、
初
め
は
要

領
が
わ
か
ら
ず
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ツ
を

覚
え
る
と
力
を
使
わ
な
く
て
も
早
く
切
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
移
動
で
き
な
い
樹
木
が
ど
の
よ

う
に
増
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
知
る
た

め
種
子
の
模
型
「
ロ
ケ
ッ
ト
ラ
ワ
ン
」
に
よ
り
、

種
子
が
空
中
で
回
転
し
な
が
ら
遠
く
に
落
下
す
る

こ
と
の
体
験
で
は
、
最
初
は
低
く
飛
ば
し
て
い
ま

し
た
が
、
飛
ば
し
て
い
る
う
ち
に
天
井
近
く
ま
で

飛
ば
す
こ
と
で
、
種
子
が
遠
く
に
落
下
す
る
こ
と

を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
木
の
葉
を
利
用
し
た
「
木

の
葉
ス
タ
ン
プ
」
で
は
、
樹
種
に
よ
る
大
き
さ
や

形
、
葉
脈
の
違
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ラ
ン

チ
ョ
ン
マ
ッ
ト

が
完
成
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
教

室
に
お
い
て
森

林
の
機
能
・
役

割
や
人
工
林
の

手
入
れ
の
必
要

性
、
自
然
環

境
な
ど
の
説
明

を
し
た
後
、
子

供
達
か
ら
、
地

元
の
木
の
数
と

種
類
、
水
源
の
森
は
あ
る
の
か
、
鎮
守
の
森
と
は

な
に
か
、
森
林
と
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
、
森
林

と
海
と
の
つ
な
が
り
な
ど
、
多
く
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
森
林
教
室
を
通
し
て
、
森
林
の
知
識
を
深

め
、
地
域
の
森
林
を
認
識
し
、
森
林
と
海
と
の
つ

な
が
り
、
森
林
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
地
球
の
環

境
を
守
り
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
こ
と
を
学
ん

だ
も
の
と
思
い
ま
す
。

森
林
教
室
の
開
催
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石
巻
市
立
大
原
小
学
校
〜

宮
城
北
部
森
林
管
理
署

昭和 59. 4　青森局作業課
平成 26. 4　東北局津軽署次長
平成 29. 4　東北局企画調整課監査官
平成 31. 4　東北局経理課長

葛西　貴仁
（青森県）

三八上北
森林管理署長

昭和 58. 4　秋田局監査課
平成 26. 4　東北局経理課課長補佐
平成 29. 4　三陸北部署次長
平成 31. 4　東北局専門官（債権管理担当）

柏木　健悦
（秋田県）

経理課長

たかひとかさい けんえつかしわぎ

新
任
者
略
歴
紹
介

10
月
１
日
付
け

収穫調査の体験

木の葉スタンプ工作 

田苗代湿原での巡視活動

保育作業（丸太切り）

種飛ばしの学習
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部
の
山
の
間
が
三
日
月
型
の
平
地
に
な
っ
て
お

り
、
集
落
や
農
耕
地
等
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
管

内
の
国
有
林
の
大
部
分
が
、
カ
ル
デ
ラ
外
周
部
の

山
地
と
、内
部
の
山
に
あ
る
た
め
、管
内
図
を
見
る

と
、国
有
林
の
真
ん
中
に
大
き
な
三
日
月
型
の
民
有

地
が
あ
る
と
い
う
複
雑
な
配
置
に
な
っ
て
い
ま

す
。
外
周
部

の
山
は
、
場

所
に
よ
っ
て

は
、
か
な
り

急
峻
な
地
形

に
な
っ
て
お

り
、平
野
部

か
ら
見
上
げ

る
と
、巨
大

な
壁
に
囲
ま

れ
て
い
る
よ

う
な
錯
覚
を

覚
え
る
こ
と

も
あ
り
ま

す
。

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
地
域
は
多
数
の
温

泉
が
あ
る
温
泉
地
な
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
地

域
に
は
、
時
折
、
火
山
性
の
ガ
ス
が
噴
出
し
、
そ

の
影
響
で
草
木
が
生
え
ず
、
地
表
面
が
む
き
出
し

に
な
って
い
る
地
獄
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

 
管
内
に
も
何
カ
所
か
、
そ
の
よ
う
な
場
所
が
あ

り
、
火
山
性
の
毒
ガ
ス
を
噴
出
し
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
突
如
、
森
林
内
に
毒
ガ

ス
が
噴
出
し
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
よ
り
正

確
に
言
え
ば
、
森
林
内
を
流
れ
る
沢
に
あ
る
の
で

す
が
、
赴
任
当
初
、
私
は
こ
れ
に
驚
か
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
結
論
か
ら
申
し
ま
す
と
、
山
火

事
と
間
違
え
て
慌
て
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
そ

　
私
の
勤
務
す
る
鳴
子
森
林
事
務
所
は
、
宮
城
県

北
部
の
中
央
付
近
、
東
西
に
細
長
い
大
崎
市
の
西

部
、
秋
田
県
や
山
形
県
と
の
県
境
を
含
む
地
域
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
、
２
０
０
６
年

に
市
町
村
合
併
す
る
ま
で
は
、
鳴
子
町
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
東
北
有
数
の
温
泉
地
で
あ
る
鳴
子
温
泉

郷
や
、
直
径
15
㎞
の
カ
ル
デ
ラ
で
あ
る
、
鬼
首
カ

ル
デ
ラ
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
鳴
子
温

泉
郷
と
は
、
鳴
子
温
泉
、
東
鳴
子
温
泉
、
川
渡
温

泉
、
中
山
平
温
泉
、
鬼
首
温
泉
の
5
カ
所
の
温
泉

地
か
ら
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
温
泉
地
が
、
こ

の
地
域
の
町
並
み
や
景
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
温
泉
街
と
い
う

や
つ
で
す
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
い
く
つ
か
の
森
林

事
務
所
に
勤
務
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
温

泉
地
の
そ
ば
に
あ
る
事
務
所
は
初
め
て
で
す
。
時

折
、
風
に
乗
っ
て
や
っ
て
く
る
硫
黄
の
臭
い
に
不

思
議
な
感
慨
を
覚
え
ま
す
。

　
ま
た
、
私
事
で
す
が
、
こ
の
地
に
赴
任
し
て
き

た
際
、
引
越
の
荷
物
が
届
い
た
そ
の
日
に
、
床
下

か
ら
の
水
漏
れ
を
補
修
す
る
た
め
に
、
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
を
剥
が
す
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
原
因

は
、
温
泉
に
含
ま
れ
る
成
分
に
よ
り
、
水
道
管
が

腐
食
し
て
い
た
か
ら
、
だ
そ
う
で
す
。
聞
い
た
話

に
よ
る
と
、
自
動
車
も
海
岸
よ
り
錆
び
や
す
い
そ

う
で
す
。
こ
の
せ
い
で
、
新
生
活
を
立
ち
上
げ
る

の
に
、
少
し
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

温
泉
の
意
外
な
効
能
を
知
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

　
さ
て
、
町
並
み
の
景
観
に
影
響
し
て
い
る
の
が

温
泉
な
ら
ば
、
山
の
景
観
に
影
響
を
与
え
て
い
る

の
が
、
鬼
首
カ
ル
デ
ラ
で
す
。
鬼
首
カ
ル
デ
ラ
は

直
径
約
15
㎞
の
カ
ル
デ
ラ
で
、
カ
ル
デ
ラ
内
に
も

山
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
ル
デ
ラ
外
周
部
と
内

の
際
、
一
人

だ
っ
た
こ
と

と
、
少
し
林

内
に
入
る
必

要
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、

す
ぐ
側
ま
で

は
行
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

後
ほ
ど
聞
い

た
と
こ
ろ
、

知
ら
ず
に
近

づ
く
と
死
ぬ

可
能
性
も

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
な
り
に
森
林

官
経
験
も
長
く
、
山
を
知
っ
た
気
で
い
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
な
あ

と
気
付
か
さ
れ
た
経
験
で
し
た
。

　
特
に
安
全
面
で
は
、
折
に
触
れ
注
意
喚
起
が
あ

り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
も
の
ご
と
に
慣
れ
て
く

る
と
、
と
か
く
油
断
し
が
ち
で
す
。
こ
の
と
き

は
、
特
に
被

害
も
無
く
、

事
な
き
を
得

ま
し
た
が
、

油
断
の
先
に

は
、
落
と
し

穴
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
な

い
で
い
よ
う

と
思
い
ま

す
。
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K

U

2020
森林官からの手紙

9 みどりの東北 Vol.200
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早池峰山からの眺望ハヤチネウスユキソウコースで出会ったヒメネズミ

ヒバ林の様子 森林鉄道の軌道跡

the Noted Place of My Jurisdiction

我
が
署
の
名
所三

陸
北
部
森
林
管
理
署

早
池
峰
山
登
山
コ
ー
ス『
門
馬
コ
ー
ス
』

　
早
池
峰
山
（
１
，９
１
７
ｍ
）
は
、
岩
手
県
北
上
山
地
の
最
高
峰
で
、
日

本
百
名
山
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
山
頂
は
花
巻
市
、
遠
野
市
、
宮
古
市

の
３
市
の
境
界
と
な
っ
て
お
り
、
岩
手
南
部
森
林
管
理
署
遠
野
支
署
と
三
陸

北
部
森
林
管
理
署
の
管
轄
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
天
候
に
恵
ま
れ
る
と
、
早
池
峰
山
の
頂
上
か
ら
太
平
洋
側
に
十
二
神
山
を

主
峰
と
す
る
重
茂
半
島
が
望
め
ま
す
。
北
方
に
は
姫
神
山
、
岩
手
山
、
南
西

に
は
栗
駒
山
や
鳥
海
山
も
望
め
る
絶
景
の
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
ま
す
。

　
早
池
峰
の
高
山
植
物
で
代
表
的
な
ハ
ヤ
チ
ネ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ
、
ヒ
メ
コ
ザ

ク
ラ
、
ナ
ン
ブ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
、
ナ
ン
ブ
ト
ラ
ノ
オ
な
ど
の
花
は
多
く
の
登
山

者
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
早
池
峰
山
の
登
山
道
入
口
は
、「
小
田
越
」、「
河
原
の
坊（
当
分
の
間
通

行
止
め
）」、「
岳
」、「
門
馬
」が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
登
山
口
に
登
山
計
画

書
の
投
函
箱
も
設
置
さ
れ
地
域
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
大
切
な
自
然
環
境
が

守
ら
れ
て
い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　
門
馬
コ
ー
ス
の
握
沢
登
山
口
か
ら
山
頂
ま
で
の
原
生
的
な
森
林
等
は
、
早

池
峰
山
周
辺
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
生
物
多
様
性
保
全

に
努
め
て
い
る
地
域
で
す
。
ヒ
バ
・
ヒ
メ
コ
マ
ツ
・
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
・

コ
メ
ツ
ガ
・
カ
ツ
ラ
・
セ
ン
ノ
キ
・
ト
チ
ノ
キ
な
ど
の
樹
種
が
あ
り
、
多
様

な
動
植
物
も
生
息
・
生
育
し
、
様
々
な
林
相
の
変
遷
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。

 

お
す
す
め
の
コ
ー
ス
は
、
握
沢
登
山
口
か
ら
の
渓
流
（
握
沢
、
七
星
河
原

沢
）
沿
を
徒
歩
で
往
復
す
る
２
時
間
コ
ー
ス
で
す
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、

体
力
を
あ
ま
り
使
わ
ず
初
心
者
向
き
で
、
ヒ
バ
林
等
の
豊
か
な
森
林
を
眺
め

た
り
、当
時
の
森
林
鉄
道
や
ヒ
バ
林
施
業
の
面
影
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

三
陸
北
部
森
林
管
理
署

〒
０
２
７-

０
０
２
２
　
岩
手
県
宮
古
市
磯
鶏
石
崎
４
番
６
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
９
３-

６
２-

６
４
４
８
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
９
３-

６
３-

４
８
７
２

（
岩
手
県
宮
古
市
）

◎交通アクセス　
国道106号早池峰山登山口入口から、
早池峰林道を車で15分で早池峰山握沢登山口へ。    

国道106号
至宮古

至平津戸駅

早池峰林道

早池峰山握沢登山口（駐車スペース有）

至盛岡
門馬トンネル

JR山田線
至松草駅

P


